






研究目的 

 妊産婦死亡に関する衛生統計や,臨床的考察は非常に多いが,多数の剖検例についての産

科病理解剖学的検討は,我が国においては皆無といってもよい。また,多くの産科関係の医

事紛争が,剖検所見を欠いたままで行われていることに疑問を持ち,産科病理解剖学的に問

題を究明するとともに,できるだけ社会医学的な観点からもこの問題を捉えようとしてこ

の調査研究を行ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


